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今
年
は
寅
年
。
虎
は
干
支
の
三
番
目
、
食
肉
目
ネ
コ
科
の
動
物
で
す
。

ラ
イ
オ
ン
が
「
ア
フ
リ
カ
の
百
獣
の
王
」
な
ら
虎
は
「
ア
ジ
ア
の
百
獣
の

王
」
。
ウ
ス
リ
ー
（
ロ
シ
ア
と
中
国
の
国
境
地
帯
）
、
中
国
大
陸
、
朝
鮮
半

島
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
温
帯
か
ら
熱
帯
地
方
に
か
け
て
広
く
生
息
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
列
島
に
は
野
生
の
虎
は
い
ま
せ
ん
。

日
本
の
文
献
に
初
め
て
虎
が
登
場
し
た
の
は
『
日
本
書
紀
』
で
、
欽
明

天
皇
の
六
年
（
五
四
五
年
）
に
百
済
で
虎
退
治
を
し
て
皮
を
日
本
に
持
ち

帰
っ
た
人
が
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
た
虎
が
初
め
て
日
本

に
来
た
の
は
寛
平
二
年
（
八
九
〇
年
）
と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
江
戸
時
代

に
は
虎
は
見
せ
物
と
し
て
江
戸
や
大
坂
な
ど
を
回
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

多
く
の
人
が
虎
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
動
物
園
が
普
及
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
虎
は
こ
と
わ
ざ
な
ど
に
よ
く
登

場
し
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

だ
れ
で
も
知
っ
て
い
る
「
虎
の
子
」
は
、
大
切
な
も
の
、
秘
蔵
の
も
の

と
い
う
こ
と
。
「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
虎
児
を
得
ず
」
も
虎
の
子
が
貴
重

な
も
の
と
い
う
意
味
か
ら
、
危
険
を
冒
さ
な
け
れ
ば
（
虎
の
住
ん
で
い
る

穴
に
入
ら
な
け
れ
ば
）
成
功
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
虎
刈

り
」
は
最
近
は
見
掛
け
ま
せ
ん
が
、
丸
刈
り
の
刈
り
方
が
下
手
で
虎
の
柄

の
よ
う
に
な
っ
た
髪
形
の
こ
と
。
「
虎
の
巻
」
は
も
と
も
と
は
兵
法
の
秘

伝
を
記
し
た
書
物
の
こ
と
。
以
前
は
学
生
の
参
考
書
な
ど
を
こ
う
読
ん
で

い
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
虎
は
強
い
も
の
、
恐
ろ
し
い
も
の
の
た
と
え
に
も
よ
く
使
わ
れ

ま
す
。
「
虎
視
耽
々
」
「
虎
の
威
を
か
る
狐
」
「
虎
の
尾
を
踏
む
」
「
虎
は
千

里
を
往
っ
て
干
里
還
る
」
「
虎
は
飢
え
て
も
死
肉
を
食
わ
ず
」
「
虎
は
死
し

て
皮
を
残
す
」
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
酔
っ

払
い
の
大
ト
ラ
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
の
年
賀
切
手
の
意
匠
の
題
材
は
、
福
島
県
郡
山
市
の

郷
土
玩
具
「
三
春
張
り
子
の
虎
」
で
す
。
こ
の
虎
は
「
腰
高
虎
」
と
い
っ

て
、
腰
を
高
く
揚
げ
て
威
嚇
し
て
い
る
威
勢
の
い
い
姿
が
特
徴
で
す
。
で

も
、
見
た
と
こ
ろ
と
て
も
可
愛
ら
し
く
、
制
作
者
の
一
人
は
「
江
戸
時
代

の
形
を
踏
襲
し
て
作
っ
て
お
り
、
そ
の
頃
は
虎
を
見
た
人
な
ど
ほ
と
ん
ど

い
な
か
っ
た
の
で
、
猫
が
モ
デ
ル
に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
昨
年
は
明
る
い
話
題
の
少
な
い
年
で
し
た
。
今
年

は
虎
の
よ
う
に
、
威
勢
よ
く
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
ね
。
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謹賀新年

今
年
は
寅
年
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市
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
穏
や
か

な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

Ｌ
げ
ま
す
。

昨
年
十
月
に
地
方
分
権
推
進
委
員
会
か

ら
最
終
勧
告
が
出
さ
れ
、
地
方
分
権
も
い

よ
い
よ
現
実
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
私
は
地
方
分
権
が
進
め
ば
、
本
市

の
恵
ま
れ
た
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た
個

性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
一
層
推
進
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
不

断
の
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆

様
の
創
意
と
英
知
を
結
集
し
た
「
市
民
が

主
役
の
街
づ
く
り
、
地
域
が
主
役
の
夢
づ

く
り
」
の
市
政
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
今
年
の
秋
に
は
「
源
氏
物
語
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
が
開
館
い
た
し
ま
す
。
源
氏

物
語
を
テ
ー
マ
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
中
核
施
設
と
し
て
、
市
民
文
化
の
向
上

と
発
展
に
寄
与
し
、
宇
治
を
さ
ら
に
魅
力

あ
る
観
光
地
へ
と
飛
躍
さ
せ
て
く
れ
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
宇
治
・
新
田
駅
問
の

複
線
化
工
事
も
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

私
は
、
複
線
化
と
宇
治
駅
の
改
築
、
宇
治
・

新
田
駅
間
の
新
駅
の
設
置
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
黄
聚
山
手
線
や
新
宇
治
淀
線
な

ど
の
道
路
建
設
、
京
都
市
営
地
下
鉄
東
西

線
の
六
地
蔵
へ
の
延
伸
や
公
共
下
水
道
の

早
期
普
及
な
ど
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整

備
、
並
び
に
福
祉
と
教
育
の
さ
ら
な
る
充

実
に
全
力
を
注
ぐ
所
存
で
ご
さ
い
ま
す
。

今
年
も
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

菅野多美子

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
平
成
十
年
の
輝
か

し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
巾
議
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
巾

し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
市
民
の
皆
様
方
に
よ
り
選
ば
れ

た
三
十
二
名
で
構
成
し
て
い
る
議
会
は
、

市
民
の
代
表
機
関
と
し
て
の
強
い
自
覚
と

決
意
を
も
っ
て
、
市
民
生
活
の
向
上
と
福

祉
の
増
進
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
お

り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
ま
で
あ
と
三
年
と

な
り
ま
し
た
が
、
輝
か
し
い
未
来
を
迎
え

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
て
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
市
は
「
源
氏
物
語
の
ま
ち
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
て
都
市
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
の
「
源

氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
こ
の
秋
開
館

い
た
し
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
様
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
植
物
公
園
と

と
も
に
、
市
民
生
活
に
ゆ
と
り
と
潤
い
の

あ
る
暮
ら
し
を
も
た
ら
す
施
設
と
な
る
も

の
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、
黄
聚
山
手

線
の
築
造
、
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
の
改
築
、
新
駅

の
建
設
、
奈
良
線
の
複
線
化
、
京
都
市
地

下
鉄
の
六
地
蔵
延
伸
、
新
宇
治
淀
線
の
築

造
、
六
地
蔵
神
足
線
の
着
手
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
す
。
私
ど
も
は
今
後
も
、
市
民
の
皆

様
の
意
を
体
し
、
こ
れ
ら
課
題
の
解
決
に
、

さ
ら
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本

年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
く
輝
か
し
い
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
す
。

対象…2歳児とその親【＞内容・・・食

生活や虫歯予防の話と検診ほか1＞

定員…先着25組ｔ＞費用…無料圃

宇治保健所（Ｓ21－2191）。

満１歳に

なりまし

た

寺元久美子ちゃふ

Ｈ8．12．24Ｒ／木幡南山

おたん生口おめでとう

元気で育ってネ／

9年1月生まれのお子さん。9日

圖までに広報課（ＳＳ内線2070）へ％

■消防出初め式

［＞とき…1月7日困、午前10時

～正午（雨天時は文化センターで

式典だけ）［＞ところ…府立宇治公

園中の島ｃ〉内容…団員表彰、鼓隊

演奏、放水囲消防本部（ａ内線

2653）。

■植物公園（Ｓ45－0099）

いずれも入園料が必要。

〈講習会・押し花の作品作り〉

レとき…1月24日出か25日（日）、午

後1時半～3時半μ講師‥・柳川押

し花学園講師・前田寿枝子さん［＞

受講料…2800円ｃ〉定員…各先着25

人圃ｉ月5日（月）から同園。

〈押し花展〉従来の押し花のイ

メージを破った芸術性の高い作品

の数々を展示。［＞とき…1月8日

團～27日（火）。

■歯の教室

ｒ＞とき…1月12日㈲、午後1時

～3時半［＞ところ…宇治保健所［＞

植
物
公
園
9

挙
を
ご
よ
み

⑩
冬
の
庭
木
管
理

樹
木
の
根
は
二
月
ご
ろ
に
動
き
だ
し
、
養

分
を
吸
収
し
始
め
ま
す
。
自
然
に
た
い
積
し

た
落
ち
葉
や
小
枝
が
分
解
し
て
養
分
に
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
で
は
不
足
し
が
ち
な
の
で
、

こ
の
時
期
に
寒
肥
と
し
て
補
給
し
て
や
り
ま

す
。寒
肥
に
は
、
寒
い
間
に
ゆ
っ
く
り
と
分
解

す
る
腐
葉
土
や
た
い
肥
、
油
粕
、
生
ご
み
な

ど
の
有
機
質
肥
料
を
与
え
ま
す
。
施
し
方
は
、

植
木
の
下
枝
の
先
か
ら
地
面
に
垂
直
に
下
ろ

し
た
地
点
と
植
木
と
を
半
径
と
し
た
円
弧
を

描
き
（
下
図
参
照
）
、
大
き
い
植
木
で
は
ほ

ぼ
九
十
惣
間
隔
に
三
十
惣
の
深
さ
の
穴
を
掘

り
、
肥
料
を
入
れ
土
を
戻
し
ま
す
。
施
肥
量

は
一
つ
の
穴
に
半
分
程
度
。
な
お
、
小
さ
い

植
木
は
間
隔
や
深
さ
の
調
節
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
冬
は
病
害
虫
の
防
除
の
適
期
で
す

イ
ラ
ガ
の
マ
ユ
や
ミ
ノ
ム
シ
な
ど
は
容
易
に

見
つ
け
ら
れ
る
の
で
退
治
し
、
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
は
竹
ベ
ラ
な
ど
で
か
き
落
と
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
病
原
菌
は
越
冬
状
態
で
潜
伏
し
て
い

る
の
で
、
石
灰
硫
黄
合
剤
を
三
十
倍
に
希
釈

し
て
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
濃
度
で
も
植

木
に
は
薬
害
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
施
に
当

た
っ
て
は
マ
ス
ク
な
ど
を
し
て
風
上
か
ら
行

う
な
ど
、
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。
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お知らせ

■新人演奏家コンサート

出演者募集

［＞とき…3月15日（日）、午後2時

～4時Ｉ＞ところ…文化センター大

ホール［〉対象・・・21～30歳で市内か

近郊に住みクラシック音楽（器楽

・声楽）のプロを目指す人［〉主催

…宇治市音楽連盟圃ｉ月30日團

までに申請書と演奏の録音テープ

を文化観光課（ｓ内線2223）へ。

2月中旬に出演者（5～6人）を

決め本人に通知します。

中央図書館

児童書テーマ展示

「レッツトライ」と題し、

今年のえと「とら」の本、

お正月の本を集めました

1月6日（火）～30日吻

回中央図書館Ｓ20－1511

■1月のツベルクリン反応検査

［＞と§・‥下表のとおり。時間は

午後2時～3時半Ｅ＞ところ…保健

医療センター［＞対象…4歳未満の

子供回呆健予防課（ａ内線2261）。

ツベルクリン反応検査1／6吠 1／20㈹

判定・ＢＣＧ＼／俐 1／22附

ひとりで悩んでいませんか

女性相談開設中

自分の生き方・夫婦問題・家庭問題・社会参加

男女問題・働くこと・こころとからだのこと・その他

燃えるゴミ

毎週月曜日午後1時～5時市役所女性政策室まずお電話ください電話320－8769日
時
・

方
法

燃えないごみ

気軽に声を掛けてください

あなたの立場で考え応援します

○1月5日（月）以降の各指定日から

（チラシ・看板で確認を）

年
始
の
ご
み
収
集

〈冬休み映画会〉［＞とき・内容

…1月フ日（水）○午前10時半～正

午＝「ジャングル大帝」○午後1

時～2時半＝「名探偵コナンＪｔ〉

参加費…無料。

〈みんなで遊ぼう〉［＞とき…1

月10日出、午前10時半～正午ｃ〉内

容…グラウンドゴルフ、卓球［〉対

象‥・小学生以上ｃ＞参加費…無料。

く親子たこづくりとたこあげ大

会〉Ｅ＞とき…1月10日出、午前9

時半～午後3時［〉対象…小・中学

生とその親ｃ＞定員…先着30人［＞参

加費…一人200円［＞持ち物…昼食、

筆記具。

〈こども国際料理教室〉ｃ〉とき

…1月24日出、午後1時～3時［〉

対象…小学3年生以上μ定員…先

着15人ｒ＞参加費…100円Ｅ＞内容…

トルコの料理を作る。

公民館・青少年センター

■広野公民館041－7450）

〈ボランティア講座〉μとき・

内容…下表のとおり。いずれも午

前10時～正午Ｉ＞定員…先着30人［＞

参加費…無料匝］1月5日（月）から

同館へ電話か来館で。

1／22

俐

ボランティアとは何か

社会福祉協議会理事長谷川笑子さん

1／29

Ⅲ

ボランティアと生涯学習

社会福祉協議会会長笠嶋教瑞さん

1／30

倒

ボランティアの実情

市ｉｎよｍｉ力の蔀表斉藤千宏さん

■大久保青少年センター

（容44－7447）

圃たこづくり、料理教室は1月

5日（月）から同館へ電話か来館で。

かん・びん・ペットボトル

情報

ＢＯ

Ｘ

市役所の電話番号は電話22
-3141所在地は〒611
　宇治琵琶33です
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献血

宇
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治

ｍｉｌⅢＩｌｌ

市、社会福祉協議会では、こ

のほかにも各種相談事業を実施

しています。詳しくは9年度版

「市民カレンダーと手びき」をご

覧ください。

おはなし会

中央

倒
納

市政だより 1998年（平成10年）1月1日発行第1156号
ＩＩＩＩＭＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＨＩＩｉｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｔｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＭｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｉｌｌｌｌｌ

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
た
る

お
年
玉
つ
き

タテの

カギ

ヨコの

カギ

16旅行をしている人

18春夏秋冬

20平たい木材

21うとうと眠ること

●●●●●●

はがきに答えと希望の賞・住所・氏名

・年齢・市政だよりに関するご意見（掲

載希望など）を書いて、1月10日倒（消

印有効）までに広報課（〒611宇治琵琶

33）へ。正解者の中から抽選でＡ賞…

宇治市植物公園の入場券をペアで2ｏ組、

Ｂ賞…市営茶室「対鳳庵」のお茶席券を

ベアで20組にお送りします。

市営茶室

「対鳳庵」

（Ｂ賞）

宇治市

植物公園
（Ａ賞）

午前9時～午後5時、青少年問題の悩

みなどお気軽に。Ｓ24－0800．5日（月）

■法律相談毎週木曜

、

午後 1 時 半 ～ 3

時 半

、

定 員 は 先 着 1 0 人

。

社 会 福 祉 協 議

会 ａ 2 3 － 0 8 5 7 へ 電 話 予 約 を 。

■ 成 人 健 康 相 談毎週金曜

。

保健婦

、

看

護婦

、

栄養士による相談

。

2 0 歳 以 上 の

人 が 対 象

。

事 前 に 健 康医療課（ａ内線

2 3 3 3 ） へ 電 話 予 約 を 。

■ 家 庭 児 童 相談室毎週月曜～金曜

、

午

前 1 0 時 ～ 午 後 4 時

。

児 童 と 家 庭 に 関 す

る 困 り ごとなど

。

Ｓ 2 3

－

8 6 9 8 ． 5 日 （ 月 ）

ｒ － － － ・ ● － ● 4 ● ● － ● ・ ・ ● ・ ● ● ■ ■ ・・・・●●●●丿－●－－－ｙ－●●●●●●●●・●■■■ａ■■■■■¶■■¶■一習¶警¶－－¶Ｉ

■中央14日團・28日南

■東宇治7日伽

■西宇治21日伽

いずれも午後3時半～4時

（対象）3才以上でひとりで話が聞ける子供

（内容）手あそび、読みきかせ、紙芝居など

（参加費）無料

17日出

いずれも午後3時半～4時

象）子供から大人まで

容）主にストーリーテリング（素話）

（参加費）無料

※図書館は6日脚から開館します

1

□
3 Ｉ 4 5

6

言
8

■

■
9 10

□｜
11

Ｉ
12 13

Ｉ 14 15

■
16 17 Ｉ 言

19

20

圈
21

解き方●カギをヒントにマス目をうめてください。ＡＢＣＤに入る文字を並べ替えると正月にちなんだ言葉になります。

1人を襲うこともある海のギャング

2春に芽が出たばかりの草

3友好都市カムループス市はどこの国？

4忍者の里といえば

5宇治市の鳥

8フォークボールは野茂投手の○○○○

10味も大きさも値段も抜群のえびの王様

11「これで私の地位も○○○○だ」

13ちよつと家の○○○○で雨宿り

15離れ島

17「○○一文まけられません」

19もちつきにはうすと○○がいります

1テレビ広報「○○○○宇治」。

4干すとスルメになる

6機械を英語で略して

7広野町を東西に流れる川，遊歩道も整備

されました

9しばらく食べられないときに備えてまと

めて食べておくこと

11川や海の浅いところ

12勝負事も最後は神○○○？

14マフラーのこと

855

●13日吹）、午前10時～午後ｉ時・午後2

時～3時半、保健医療センター。

相談あんない

■青少年相談20日固、午後1時～4時、

宇治公民館。囲保護司会・向井正存さ

ん雪43－0898．

■京都府交通事故相談了日出・21日（水ｋ

午前9時～午後4時、京都府宇治地方

振興局ｎ21－2101．

■社会保険相談所21日南、午後1時半

～4時、小倉公民館。年金・健康保険

など。題国民年金課（容内線2309）。

■暴力にかかわる困りごと相談12日（月）、

午前9時～午後4時、京都府宇治地方

振興局。電話での相談も可。囲京都府

暴力追放運動推進センター（ａＯ75－4

51－8930）。

■宇治こころの電話毎週月曜～金曜、

日 地区 駐車時間 駐車場所

6日脚
志津川 14：00～14：30志津川バス駐車場

明星町 14：50～15：50汚水処理場横

7日伽
六地蔵 13：30～14：00六地蔵公会堂前

御蔵山 14：20～15：50御蔵山小学校

9日ー 木幡 14；00～15：30木幡公民館前

14日南
大久保 13；30～14：30旦椋公会堂前

南陵町 15：00～16：00南陵第2児童公園

16日童
福角 13：50～14：40五ヶ庄福角市営住宅

三室戸 15：10～16：00府営三室戸団地内

20日脚
開 13：50～14：40日産開アパート東側

広野 15：00～16：00大久保小学校

21日伽
西大久保 13：30～14：20西大久保小学校

平盛 14：40～15：50平盛小学校

29日（＊）
吹前 13；30～14：30横島小学校

棋島 14：50～15：50穴ーち’’’ク’少呂

30日吻北横島 14：00～15：30北横島小学校

龍胆憚蔵洙幡嫌夢庄ｉ冤道咄叫算取鯵難１月のし尿収集日程表 眉朧副債’榜縛妬無剛佃自万物回鵬顕レ

1／20
寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、
芝ノ東（ＪＲ以西）

1／20
南浦（28～33、80～98、100～110）、大京団地、

蓮池

1／21

野添、谷前、梅林、五ヶ庄西浦（ＪＲ以西）、
新開（ｊＲ以西）、平野（ＪＲ以西）、

折坂（ＪＲ以西）、笠取、池尾

1／21 山際

薗慟妁州徊弧療話聊’’ｅｍ－志津所麟
1／22

寺内、久保、老ノ木（府道以北）、天王（府道以北）、

西浦
1／21 半白、白川、金井戸、志津川

1／22

福角（ＪＲ以西）、日皆田、岡本、上村、大八木島、

一里塚、戸ノ内、平町（京滋バイパス以北）、

荒棋、田中、大垣内

1／23
老ノ木（府道以南）、天王（府道以南）、東山、

西山（府道以東）、中畑、西畑
1／22 乙方、山本、東内、又振、山田、紅斎

1／23 蔭山
1／5・26 南堀池（本通り以北・以南、大和32～36）、堀池

1／8・29
戸ノ内、矢落（ｊＲ以北）、若森（ＪＲ以北）、

大久保町（近鉄以西）
1／23

谷下り、出口、森本、中筋、大谷、東中、西中、

藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り、門前、
黄道河原、只川、妙見、池山、岡谷

1／6・27

南堀池（田中、大和、大和一部西2号通り以北）、

南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尻、

中ノ田、浮面、名木、安田町

1／9・30

蛇塚、石塚（心華寺通り以西）、
東裏（ＪＲ以西と府道以南）、寺山（ＪＲ以西）、

西裏、茶屋裏、丸山、一里山（府道以南）、

桐生谷（ｊＲ以西）、

大久保町（近鉄以東「久保（ＪＲ以東）除く」）

1／5・26 車田、丸山、平町（京滋バイパス以南） 1／7・28 中山（近鉄以西）、毛語、若林、南山、ウトロ

1／6・27

新開（ＪＲ以東）、平野（ＪＲ以東）、

折坂（ＪＲ以東）、福角（ＪＲ以東）、一番割、

二番割

1／8・29

神楽田（山中含む）、西山（府道以西）、中央台、

北山Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ団地、毛語（府道以北）、

若林一部

1／7・28
南山（Ａ）、広岡谷、芝ノ東（ＪＲ以東）、
五ヶ庄西浦（ＪＲ以東）、三番割

1／9・30 中山（近鉄以東）、大谷、羽拍子町

1／10、2／2

弐番（府道以北）、池森、樋ノ尻、里尻（ＪＲ以北）、

小桜、石塚（心華寺通り以東）、宮北一部、

寺山（ＪＲ以東）、宮谷、尖山一部（4番地）、
中島、久保（ｊＲ以東）

1／12、2／3

春日森、－ノ坪、島前、大町、石橋（大Ｊｌ原線以西）、

中川原（大川原線以西）、大川原、東目川、

西目川、南落合（Ｏの通り～2の通り）1／8・29
南山（Ｂ）、南山畑、中村（ＪＲ以東）、

南端（ｊＲ以東）

1／9・30

六地蔵（ＪＲ以東・以北の全域）、花揃、赤塚、

陣ノ内（ｊＲ以東）、正中（ＪＲ以東）、御園、

東中（ｊＲ以東）、北畠、櫓ｍ、平尾、須留、

金草原、御蔵山、畑山田、北山畑、

大瀬戸（ＪＲ以東）、炭山

1／13、2／4南落合（3の通り～13の通り）

1／12、2／3
東裏（ＪＲ以東の府道以北）、一里山（府道以北）、

桐生谷（ＪＲ以東）、開町 1／14、2／5
薗場（大川原線以北）、大幡、北内、門口、幡貫、

郡、石橋（大川原線以東）、吹前（市営住宅）

1／13、2／4宮東、宮西、宮北

1／16、2／6

中川原（大川原線以東）、十－（大川原線以東・

国道以東）、十六（国道以東）、十八（国道以東）、

吹前（市営住宅除く）

1／14、2／5小根尾、大開、尖山一部（2番地・6番地）

1／16、2／6

野神、大谷、下居一部（権現町）、琵琶、弐番
（府道以南）、矢落（ＪＲ以南）、若森（ｊＲ以南）、

米阪、天神
1／16、2／6

六地蔵（ＪＲ以西・以南の全域）、

陣ノ内（ＪＲＵｉ，西）、正中（ＪＲ以西）、木幡河原、

北島、東中（Ｒ以西）、西中、大瀬戸（ｊＲ以

西）、内畑、熊小路、中村（ＪＲｉｉｌ西）、

木幡西浦、南端（ｊＲ以西）、壇ノ東

1／19 南浦、西浦一部、神楽田一部（近鉄以西）

※収集漏れは収集口側から確認し、翌日（土・日・祝日

を除く）に同組合へ。1／19
下居、善法、壱番、妙楽、里尻（ＪＲ以南）、

蓮華、塔川、宇文字

おはなしたまてば

こ

そよかぜ号巡回日程

図書館

保健・衛生・相談

東宇治 28日南
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寅年ファミリー登

場
Ｉ
左
か
ら
和
史
さ
ん
、
寅
太
郎
く
ん
、
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
、

洋
子
さ
ん
、
史
子
さ
ん

了
月
に
は
3
人
目
の
と
ら
が
生
ま
れ
ま
す
関
さ
ん
ご
一
家
（
菟
道
出
口
）

関
さ
ん
の
ご
家
族
は
、
秀
継

さ
ん
（
3
5
）
と
奥
さ
ん
の
慧
さ

ん
（
2
3
）
が
寅
年
。
慧
さ
ん
は

本
場
中
国
か
ら
や
っ
て
き
た
虎

だ
け
に
元
気
一
杯
。
い
っ
も
家

族
の
話
題
の
中
心
で
す
。
秀
継

さ
ん
が
中
国
の
上
海
に
赴
任
中

に
知
り
合
い
ま
し
た
。
秀
継
さ

ん
に
結
婚
す
る
と
聞
か
さ
れ
た

お
父
さ
ん
の
英
男
さ
ん
（
7
3
）

と
お
母
さ
ん
の
博
美
さ
ん
（
6
4
）

は
突
然
、
し
か
も
国
際
結
婚
と

い
う
こ
と
で
驚
い
た
り
喜
ん
だ

来
日
し
て
一
年
半
た
っ
た
慧

さ
ん
は
日
本
語
も
ず
い
ぶ
ん
う

さん、秀継さん、慧さん英男▲左から博美さん、

今年は家族旅行をするぞ

ま
く
な
り
ま
し
た
。
耳
が
少
し

遠
い
英
男
さ
ん
は
慧
さ
ん
と
一

緒
に
出
掛
け
る
こ
と
が
多
く
、

秀
継
さ
ん
い
わ
く
「
二
人
で
一

人
前
か
な
あ
」
。
こ
の
間
も
市

役
所
で
申
請
書
を
だ
す
と
き
に

慧
さ
ん
が
昭
和
何
年
生
ま
れ
か

分
か
ら
ず
、
「
私
い
つ
生
ま
れ

た
？
」
「
わ
し
も
知
ら
ん
な
あ
」

と
い
う
大
き
な
声
に
回
り
の
人

は
大
笑
い
。
博
美
さ
ん
に
は
厳

し
い
英
男
さ
ん
も
慧
さ
ん
に
は

や
さ
し
い
そ
う
で
す
。

ま
た
博
美
さ
ん
は
慧
さ
ん
に

料
理
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
す

が
、
最
初
作
っ
て
も
ら
っ
た
と

き
は
び
っ
く
り
。
四
人
分
の
は

ず
が
、
十
人
前
以
上
の
料
理
。

聞
く
と
、
料
理
を
食
べ
き
ら
れ

る
と
量
が
足
り
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
中
国
で
は
メ
ン
ツ

が
立
た
な
い
と
か
。
で
も
、
さ

す
が
に
全
部
食
べ
る
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

慧
さ
ん
の
お
な
か
に
は
今
年

の
七
月
に
生
ま
れ
る
子
供
が
い

ま
す
。
今
年
の
抱
負
は
や
は
り

「
新
し
く
生
ま
れ
る
子
供
を
含

め
み
ん
な
健
康
で
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

浅田さんご一家

（広野町小根尾）

浅
田
さ
ん
一
家
は
、
お
父
さ
ん
の
和

史
さ
ん
（
4
7
）
と
長
男
の
寅
太
郎
く
ん

言
）
が
寅
年
。

和
史
さ
ん
は
仕
事
の
た
め
、
昨
年
九

月
ま
で
一
年
間
イ
ギ
リ
ス
に
単
身
赴
任
。

「
昨
年
は
家
族
と
一
緒
に
い
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
い
っ
ぱ
い
遊
び
た
い
の
に
、
子

ど
も
た
ち
は
忙
し
い
と
言
っ
て
遊
ん
で

く
れ
な
い
」
と
ち
ょ
っ
と
さ
び
し
そ
う
。

で
も
「
今
年
は
冬
は
ス
キ
ー
へ
、
夏
は

海
へ
家
族
旅
行
を
し
よ
う
」
と
一
致
団

結
。大
開
小
六
年
の
寅
太
郎
く
ん
の
名
前

は
、
寅
年
を
気
に
入
っ
て
い
る
お
父
さ

ん
が
付
け
た
名
一
剛
。
サ
ッ
カ
ー
大
好
き

少
年
で
、
土
・
日
は
練
習
や
試
合
で
大

忙
し
。
「
中
学
校
に
行
っ
て
も
サ
″
カ
ー

を
続
け
る
」
と
の
こ
と
。
大
開
小
二
年

の
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
（
7
）
は
、
ス
イ
ミ

1
左
か
ら
純
子
さ
ん
、
修
三
さ
ん
、
俊
宏
く
ん
、

澄
代
さ
ん
、
沙
耶
ち
ゃ
ん
、
俊
一
さ
ん

岸
さ
ん
ご
一
家

（
明
星
町
一
丁
目
）

岸
さ
ん
一
家
は
、
寅
年
夫
婦

の
修
三
さ
ん
（
3
5
）
と
純
子
さ

ん
（
3
5
）
、
長
女
の
沙
耶
ち
ゃ

ん
（
5
）
、
長
男
の
俊
宏
く
ん

（
2
）
、
す
ぐ
ご
近
所
に
お
住
ま

い
の
ご
両
親
、
岸
俊
一
さ
ん

（
6
5
）
、
澄
代
さ
ん
（
6
3
）
の
に

ぎ
や
か
で
明
る
い
ご
家
族
で
す
。

ン
グ
と
習
字
と
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る

頑
張
り
屋
さ
ん
。
広
野
中
二
年
の
洋
子

さ
ん
（
1
3
）
は
「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
み
た
い
。
今
年
こ
そ
は
カ
ナ
ダ
の

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
行
き
た
い
」
と
好

奇
心
お
う
盛
な
女
の
子
。
お
父
さ
ん
と

共
通
の
趣
味
を
持
と
う
と
テ
ニ
ス
を
始

め
た
お
母
さ
ん
の
史
子
さ
ん
（
4
4
）
は
、

「
結
婚
し
て
か
ら
五
ヵ
所
移
り
住
み
ま

し
た
が
、
宇
治
は
一
番
い
い
と
こ
ろ
。

子
供
を
通
し
て
友
だ
ち
も
た
く
さ
ん
で

き
ま
し
た
し
、
お
祭
や
イ
ベ
ン
ト
も
多

く
地
域
に
根
付
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
子
供
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」
と
お
っ
し
や
っ
て
い
ま
し

た
。家
族
の
今
年
の
抱
負
を
尋
ね
る
と
、

「
み
ん
な
仲
良
く
、
健
康
が
な
に
よ
り
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

にぎやかで明るい3世代家族

「
今
ま
で
ど
お
り
、
み
ん
な

が
健
康
で
あ
れ
ば
い
う
こ
と
は

な
い
」
と
話
す
修
三
さ
ん
は
、

二
月
に
開
く
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
に
向
け
、
忙
し
い
仕
事
の
合

間
を
ぬ
っ
て
サ
″
ク
ス
の
練
習

を
続
け
て
い
ま
す
。
純
子
さ
ん

は
「
子
育
て
に
忙
し
い
毎
日
で

す
が
、
健
康
づ
く
り
で
始
め
た

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
、
今
年
は
宇
治

川
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
た
い
」

と
の
こ
と
。

や
ん
ち
ゃ
盛
り
の
俊
宏
く
ん

の
面
倒
を
よ
く
見
る
沙
耶
ち
ゃ

ん
は
、
幼
稚
園
の
年
中
さ
ん
。

「
鼓
隊
の
フ
ラ
ｙ
グ
（
旗
）
を

や
っ
て
る
の
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
「
孫
の
成
長
が
手
に

と
る
よ
う
に
分
か
る
」
と
目
を

細
め
る
俊
一
さ
ん
。
会
社
勤
め

に
ゴ
ル
フ
、
読
書
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
と
忙
し
い
ご
様
子
で

す
。
澄
代
さ
ん
は
パ
ン
フ
ラ
ワ

ー
な
ど
の
手
芸
の
先
生
と
し
て

活
躍
中
。
ご
自
分
で
ペ
イ
ン
テ

ィ
ン
グ
さ
れ
た
ガ
レ
ー
ジ
の
シ
ャ

ッ
タ
ー
は
「
絵
の
家
」
と
し
て

ご
近
所
で
も
有
名
だ
と
か
。

「
宇
治
橋
が
架
け
替
え
ら
れ

て
、
宇
治
の
街
は
良
く
な
り
ま

し
た
。
源
氏
物
語
も
い
い
で
す

が
、
レ
ベ
ル
が
高
い
か
も
。
Ｊ

Ｒ
京
都
駅
ビ
ル
の
よ
う
な
、
街

の
真
ん
中
に
人
が
集
ま
っ
て
一

日
を
過
ご
せ
る
よ
う
な
も
の
が

あ
れ
ば
、
活
性
化
す
る
と
思
い

ま
す
」
と
、
皆
さ
ん
街
づ
く
り

に
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

る言葉やことわざ、虎を詠んだ詩歌、

美術工芸として表現された虎、虎に

かかわる神話・伝説・雑話、虎と関

係のある動物や鉱物など、虎のすべ

てがわかります。

「韓国の民話丿任東権著／熊谷

治訳／雄山閣出版

韓国の虎は、今では絶滅したよう

た詩人・李徴。

唐代に書かれた

「人虎伝」をも

とに、幼少から

漢文に親しんだ

作者が人間存在

の不条理、孤独

を格調高い文で

るようになった「いわれ話」にもな

っています。

☆「ウスリートラを追ってシ

ベリア5年間の撮影記録」福田

俊司著／偕成社

韓
国
の
民
話

熊ｎ－．

芥東

消権

訳薔

にみえますが、

以前は虎の国と

呼ばれるほど虎

が多く、人々に

親しまれていて、

多くの民話や伝

描いています。中島敦の珠玉の短編

です。

「とらの巻」増井光子編／博品

上野動物園の）

説が残っていまｉ

す。この本の152

の民話のうち8つが虎の話で、韓国

の人たちの生活の中に虎が入り込ん

でいた様子がうかがえます。
Ｃ

社

ウスリートラ

を迫べ

㎜㎜

199〔〕年以来。

シベリアの雄大

な自然と動物に

魅せられた著者

が、世界で初め

て夏と冬のウス

リートラの撮影

に成功するまで

☆「とらときつね」小沢正文／村

上幸一絵／ひさかたチャイルド

中国のとら
ｌ＾とｔっね

ｌ〃Ｓ寸－・｀

園長であった編

者が、今年の干

支の虎にまつわ

る豊富な話題を

集大成した本で

す。虎にまつわ

の5年間の苦闘を、豊富な写真や地

図とともに記録しています。

が、日本のき

つねとちえく

らべをしよう

と、ふねにの

って日本へや

ってきました。

「山月記」中島敦著／「李陵・

山月記」新潮文庫ほかに収録

苦悩の果てに姿までも猛獣と化し

たけやぶで、とらときつねがかけっ

こをすると…。とってもユーモラス

なお話です。また、日本にねこがい

856

図書館

あんな

こんな 本
とらの本
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